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計 画 の 考 え 方 
 

１ 趣旨 

平成 15年（2003年）４月に施行した「千葉市男女共同参画ハーモニー条例」（以下「ハ

ーモニー条例」という。）に基づき、男女共同参画社会の形成に関する施策並びに市民及び

事業者の取組みを総合的かつ計画的に推進するため、「第５次千葉市男女共同参画ハーモ

ニープラン」を策定しました。 

 

 

（１）目指すべき社会（ハーモニー条例前文）  

ハーモニー条例では、市、市民及び事業者が協力して目指すべきものとして、次のよう

な社会を掲げています。 

 

すべての市民が 男女の別なく 

個人として尊重され お互いに対等な立場で 

あらゆる分野に 参画する機会が確保され 

責任を分かちあう 男女共同参画社会 
 

 

（２）基本理念（ハーモニー条例第３条）  

ハーモニー条例では、男女共同参画社会の形成を推進するに当たり、次のような基本理

念を掲げています。 

① 男女の人権の尊重 

性別による差別的取扱いを受けることなく、個人として尊重されること 

② 男女の自立と多様な生き方の選択 

男女がともに自立し、自らの意思で多様な生き方を選択できること 

③ 市、市民、事業者の協働 

市、市民、事業者が、自らの意思により協働して男女共同参画に取り組むこと 
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④ 意思決定の場への平等な参画 

あらゆる分野の意思決定の場に、男女が対等な構成員として参画できること 

⑤ 家庭生活と社会生活の円滑な運営 

女性及び男性が、相互の協力と社会の支援の下に、家庭生活と社会生活を円滑に

行い、家族や社会の一員としての役割を果たせること 

⑥ 生涯にわたる心身の健康 

妊娠、出産その他の健康について、自らの意思が尊重され、生涯にわたる心身の

健康が維持されること 

⑦ 国際的協調 

男女共同参画社会の形成が、国際的な理解と協力の下に推進されること 

 

 

 

２ 位置づけ・期間   

（１）本計画の位置づけ  

○ ハーモニー条例第９条に規定されている基本的な計画 

○ 男女共同参画社会基本法第 14条第３項に規定されている市町村男女共同参画計画 

○ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律第６条に規定されている市町村

推進計画 

○ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律第２条の３第３項に規

定されている市町村基本計画（本計画の一部として、「第３次千葉市ＤＶ防止・被

害者支援基本計画」を別に定める。） 

 

（２）期間  

本計画の期間は、令和５年度（2023年度）から令和９年度（2027年度）までの５年間と

します。 

ただし、社会経済状況や進捗状況の変化により、必要に応じて見直しを行うこととします。  
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３ 基本的視点  

計画の趣旨と、昨今の社会経済情勢の変化等の背景を踏まえ、男女共同参画社会の実

現を目指すため、第５次プランの策定に当たる基本的視点を次のとおりとします。 

 

（１）あらゆる分野における男女共同参画・女性活躍の視点の確保 

男女共同参画・女性活躍は、分野横断的な価値として不可欠であり、あらゆる 

分野において男女共同参画・女性活躍の視点を常に確保し施策に反映することが

必要です。 

 

（２）女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた取組みの強化 

女性に対する暴力をめぐる状況の多様化に対応しながら、女性に対するあらゆ

る暴力の根絶に向けて取組みを強化することが必要です。 

 

（３）多様な困難を抱える女性に対するきめ細やかな支援 

多様な困難を抱える女性に対するきめ細やかな支援を行うことにより、女性が

安心して暮らせるための環境整備を進めることが必要です。 

 

（４）ＡＩ、ＩｏＴ等の新たなテクノロジーの活用による環境の整備 

AI、IoT 等の科学技術の発展に男女が共に寄与するとともに、その発展が男女 

共同参画に資する形で進むよう取り組むことが必要です。 

 

（５）男女共同参画社会の形成をけん引する人材の育成 

男女共同参画社会の形成を牽引する人材を育成するための教育や研修が重要で

あり、特に、次代のリーダーを育成するための若年世代を対象とした取組みが必要

です。  
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体 系 図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 基本目標 ］ ［ 基本的施策 ］ ［ 施策の方向性 ］ 

 

あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
女
性
の 

活
躍 

①政治・行政分野における女性の参画拡大 
②事業所における女性の活躍推進 

（１）政策・経営方針決定過程
への女性の参画拡大 

 重点 

①職場における男女の機会均等及び賃金格差の是正 
②女性の再就職等の支援 
③起業など雇用によらない働き方等への支援 

（２）働く場における男女共 
同参画の推進 

①地域の各種団体への女性の参画促進 
（３）男女がともに担う 

地域社会づくり 

本計画の一部として「第３次千葉市ＤＶ防止・被害者 
支援基本計画」を別に定める 

（１）配偶者等からの暴力 
の防止と被害への対応
重点 

①セクシュアルハラスメントの防止と被害への対応 
②性犯罪等に対する安全対策 
③男女平等や人権侵害に関する幅広い相談事業の充実 

（２）セクシュアルハラスメ
ントや性犯罪等の防止
と被害への対応 

①ひとり親家庭の自立支援 
②貧困や孤独・孤立など困難を抱える女性への支援 
③非正規雇用から正規雇用への転換の支援 

（３）男女共同参画の視点に
立った、困難を抱える
方への支援 

①多様な性への理解促進 ②ＬＧＢＴへの支援 
③固定的性別役割分担意識の解消 
④国籍に関わらず市民が安心して暮らせる環境づくり
⑤多文化共生の推進   ⑥ダイバーシティの推進 

（４）
  

重点 

①性や健康に関する知識の普及啓発 
②性や健康に関する支援と性差に考慮した医療の推進
③妊娠や出産への支援  ④乳幼児の親への支援 

（５）生涯にわたる 
健康づくりの促進 

①男女共同参画の視点に立った防災体制の確立と 
普及啓発 

（６）防災・復興における 
男女共同参画の推進 

 

安
全
・
安
心
で 

自
分
ら
し
い 

暮
ら
し
の
実
現 

①長時間労働の削減などの働き方改革と職場づくり 
②家庭生活等と両立しやすい職場づくりへの支援 
③テレワーク等の多様で柔軟な働き方の促進 

（１）多様で柔軟な働き方の
推進 重点 

（２）男女がともに担う家庭
生活づくり（家事・育
児・介護等への支援） 

①  
②子育てに関する相談・支援 
③介護に関する相談・支援 

①使いやすい市役所の実現 
②一人ひとりのニーズに合った行政サービスの提供 

（３）市民に寄り添ったデジ
タル化の推進 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ 

・
バ
ラ
ン
ス
の 

実
現 

①男女平等教育の推進と、個性や能力を尊重した 
教育環境づくり 

②キャリア教育の充実 
③政治参画意識の醸成 

（１）様々な個性や能力を伸
ばし、可能性を拡げる
学校教育等の推進 重点 

①市民の男女共同参画意識の醸成 
②男女共同参画に関する拠点施設の充実 
③男女共同参画に関する学習機会の提供 

（２）市民の理解促進・ 
家庭や地域における 
学習機会の充実 

①男女共同参画を推進する民間団体等への支援 
②男女共同参画を推進する民間団体の交流と連携の 
推進 

（３）男女共同参画を推進す
る民間団体との連携と
支援 

 

人
材
の
育
成
と 

理
解
の
促
進 

第３次千葉市ＤＶ防止・被害者支援基本計画 

重点 重点的に実施する施策 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 
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施 策 の 内 容 

基本目標 Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍 

あらゆる分野に女性が参画し、その能力と個性を十分に発揮することは、少子高齢化と

生産年齢人口の減少が進む現代において、豊かで活力ある持続可能な社会の発展に必要不

可欠です。そのため、政策・経営方針決定過程や、働く場、地域社会等、あらゆる分野に

おける女性の参画拡大を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 Ⅱ 安全・安心で自分らしい暮らしの実現 

男女共同参画社会の実現のためには、性別に関わらず、一人ひとりの人権が尊重され、

安全・安心で自分らしい暮らしが出来る環境が必要です。 

そのため、暴力やセクシュアルハラスメント、性犯罪の防止や被害への対応など、安全

に暮らせる環境づくりへの取組みや、家庭や経済状況など個人の置かれた環境により、孤

立したり、排除されたりすることなく、安心して暮らせる環境づくりへの取組み、性別や、

性的指向・性自認、国籍等に関わらず、自分らしく暮らせる環境づくりへの取組みを進め

ます。また、男女がともに生涯にわたり健康的に生きられるための取組みや、災害時や復

興の局面においても、男女がともに安全・安心に暮らせるための取組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう感じる そう感じない その他
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平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

(％)
 

（１）政策・経営方針決定過程への女性の

参画拡大  重 点  

（２）働く場における男女共同参画の推進 

（３）男女がともに担う地域社会づくり 

出典：「国勢調査」結果を基に作成 

 

【管理的職業従事者のうち女性が占める 
割合の推移（千葉市）】 

 

（１）配偶者等からの暴力の防止と被害へ

の対応  重 点  

（２）セクシュアルハラスメントや性犯罪

等の防止と被害への対応 

（３）男女共同参画の視点に立った、困難

を抱える方への支援 

（４）多様性を尊重した暮らしやすい環境

づくり  重 点  

（５）生涯にわたる健康づくりの促進 

（６）防災・復興における男女共同参画の

推進 

出典：令和３年度千葉市「まちづくりアンケート

調査結果報告書」を基に作成 

【市内に外国人と日本人がともに暮らしやすい 

環境があると感じるか】 

施策の方向性 

 

施策の方向性 
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基本目標 Ⅲ ワーク・ライフ・バランスの実現 

家事・育児・介護等の多くを女性が担っている現状を踏まえると、男女共同参画社会の

実現のためには、男女がともにワーク・ライフ・バランスを実現し、男性も、家事・育児・

介護といったケアワークに主体的に関わることが必要です。 

そのため、多様で柔軟な働き方の推進による、男女がともに働きやすい環境づくりへの

取組みや、家事・育児・介護等への支援による男女がともに担う家庭生活づくりへの取組

み、使いやすい市役所や一人ひとりのニーズに合った行政サービスの提供による、行政手

続き等への負担軽減の取組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 Ⅳ 人材の育成と理解の促進 

大人世代の意識改革を進めたうえで、偏見・思い込みを生まない教育を提供し、市民の

主体的な社会参画を促すことで、初めて男女共同参画社会の実現が可能となります。その

ため、家庭や地域における学習機会の充実、個性や能力を尊重した学校教育等の推進、市

民企画講座の開催等による民間団体との連携や支援により、人材の育成と理解の促進を図

ります。 
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71.4

15.0
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11.2
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（１）多様で柔軟な働き方の推進  重 点  

（２）男女がともに担う家庭生活づくり

（家事・育児・介護等への支援） 

（３）市民に寄り添ったデジタル化の推進 

出典：令和３年度千葉市「男女共同参画に関する意識調査」を基に作成 

 

 

【「女性が家事・育児を行い、男性が仕事を行う」 
という考え方について】 

 

（１）様々な個性や能力を伸ばし、可能性

を拡げる学校教育等の推進  重 点  

（２）市民の理解促進・家庭や地域におけ

る学習機会の充実 

（３）男女共同参画を推進する民間団体と

の連携と支援 

出典：令和３年度千葉市「男女共同参画に関する意識調査」を基に作成 

 

 

 

 

【親が希望する子どもの最終学歴】 

賛成 反対 わからない 無回答

大学院 大学 短期大学～中学校 その他

施策の方向性 

 

施策の方向性 
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指 標 一 覧 
 

基本目標 項目 現状値 目標値 

Ⅰ あらゆる分
野における
女性の活躍 

市職員の管理職に占める女性割合 

※教職員含む 

24.5％ 

（令和４年４月１日） 

30％ 

（令和７年度） 

附属機関の女性委員の割合 
31.1％ 

（令和４年４月１日） 

40％以上 60％以下 

（令和９年度） 

えるぼし認定※1 を受けた市内企業

数 

21 社 

（令和４年１２月末） 

50 社 

（令和９年度） 

町内自治会役員に占める女性の割

合 

31.9％ 

（令和４年４月１日） 

40％以上 60％以下 

（令和９年度） 

Ⅱ 安全・安心
で自分らし
い暮らしの
実現 

ひとり親家庭の母又は父が就職に

役立つ資格取得後等に就職につな

がった人数 

14 人 

（令和３年度） 

20 人 

（令和９年度） 

学校や職場内の人が、ＬＧＢＴ（性

的少数者）だった場合、これまでと

変わりなく接することができると

思う人の割合 

58.0％ 

（令和４年度） 

75％ 

（令和９年度） 

子宮けいがん検診受診率 

47.9％ 

（令和元年度 

国民生活基礎調査） 

次期「健やか未来都

市ちばプラン」にて

設定 

乳がん検診受診率 

57.7％ 

（令和元年度 

国民生活基礎調査） 

次期「健やか未来都

市ちばプラン」にて

設定 

消防局吏員に占める女性割合 
4.3％ 

（令和４年４月１日） 

5.0％ 

（令和８年度当初） 

Ⅲ ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの実現 

くるみん認定※2 を受けた市内企業

数 

32 社 

（令和４年１２月末） 

42 社 

（令和９年度） 

市職員の年次有給休暇平均取得日

数 

16.3 日 

（令和３年度） 

17.0 日 

（令和９年度） 

市男性職員の育児休業取得率※3 
51.3％ 

（令和３年度） 

100％ 

（令和９年度） 

Ⅳ 人材の育成
と理解の促
進 

小学校の校長・教頭に占める女性

の割合 

36.5％ 

（令和４年４月１日） 

38％ 

（令和７年度） 

中学校の校長・副校長・教頭に占め

る女性の割合 

15.0％ 

（令和４年４月１日） 

16％ 

（令和７年度） 

男女共同参画センター講座受講者

数 

1,037 人 

（令和３年度） 

2,000 人 

（令和９年度） 

「男性は仕事、女性は家事・育児」

といった固定的性別役割分担意識

を持たない人の割合 

39.7％ 

（令和３年度） 

80％ 

（令和９年度） 

※１「えるぼし認定」とは、女性活躍推進法に基づき、一定基準を満たし、女性の活躍促進に関する状況な

どが優良な企業を厚生労働大臣が認定するもの 

※２「くるみん認定」とは、次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を策定した企業のう

ち、計画に定めた目標を達成し、一定の基準を満たした企業を、「子育てサポート企業」として厚生

労働大臣が認定するもの 

※３ 国基準とは別の市基準で算出した数値：分母の職員のうち、同年度中に育児休業を取得した職員の数

／当該年度中に新たに育児休業が取得可能となった職員の数 
 

第５次千葉市男女共同参画ハーモニープラン（概要版） 
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